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京都 大 学女 性 卒業生 にた いす る性 差 別
にかん す るア ンケー ト調 査報 告
H京 都大学女性卒業生に対する、性差別に関するアンケー ト調査
A調 査方法
京都大学を卒業 ・修了 した女性の中か ら1994人を対象 に、郵送によるアンケー ト
調査を行 った。調査の対象者は、 『1993年度版京都大学卒業者人名録』(京 都大学
卒業者名簿編纂委員会発行)か ら抽出 した(他大学の学部 を卒業 して大学院のみ京都
大学に在籍 した人 も、大学院修了者 として収録 されている)。この人名録 には各人の
性別が記 されていないので、名前をもとに女性 をリス トアップ し、そのリス トの約半
数の1994人にアンケー ト用紙 を送付 した。1996年1月22日に発送 し、3月1日 ま
でに返送 されたもので締め切った。返送時の郵送料は、料金別納 により調査者が負担
した。
発送数1994通に対 して、宛先不明で戻 ってきた ものが258通、回答が返送 された
ものが589通で、回収率は34%であった。
アンケー トの全文は章末の付録1に 掲載するが、ここで内容 を簡単に説明 してお く。
問Aで は、職場におけるセクシュアル ・ハラスメン トに関する調査等(文献1～4)
を参考に して、大学での性差別や性的被害の例 として考 えられる項 目を22個列挙 し、
在学中にその ような言動 をされて不快 に感 じたことがあるか どうか を尋ねた。ただ し、
その ような言動 をした相手が、勉学や研究において回答者 とつなが りのある京大の教
職員 ・学生 ・院生であった場合 に限定 した。さらに、発言 に関する項 目には具体例 を
記述 して もらうための欄 を併設 した。
列挙 した項 目の多 くは、いわゆるセクシュアル ・ハ ラスメン トに該当するふるまい
である(セ クシュアル ・ハラスメン トの定義 に関 しては、章末の付録2を 参照)。そ
の他に、より一般的な性差別(女 性蔑視や就職差別など)や性暴力に関する項 目も含
んでいる。
ここで、単 に該当す る言動があったか どうかではな く、そのようなふるまいをされ
て不快に感 じたかどうか を基準 にして答 えてもらった理由は、一般 に、ある言動が性
差別やセクシュアル ・ハラスメン トになるか どうかを判断する際には、された当人が
その言動 を 「不快な」、「望 まない」、「歓迎 されない」(英語ではいずれもunwelcome)
もの と感 じたかどうかが重要なポイン トであるとされてい るか らである。したがって、
項 目に○印を付けなが ら 「不快 に感 じたのではあ りません」等の コメン トを付 してい
るものは、集計か らは除外 した。
問Bで は、前間に列挙 したような経験の中で、もっとも深刻 だったもの1つ につい
て詳 しく質問した。




問Eで は、他の女子学生が問Aの ような経験 をして困っていた例 を見聞きしたこと
1
があるかどうかを尋ねた。
最後に、その他、 自由に意見や感想 を書いて もらうための欄 を設けた。
B調 査結果
回答者 の記述 か らの引用 について
記述の引用には◎印を付 して記す。ただ し、プライバ シー保護の観点お よび
紙数の制限な どから、手を加えた もの もある。実名があげられていた場合は、
省略するか伏せ字(「 ○○学科」 など)に した。
1.回 答 者 の属 性
プライバ シー保護の観点か ら、京大 における在籍期間(学 部 ・修士課程 ・博士課程








2.在 学 中 に受 けた性 差別や性的被 害(問A)
不 快 な経 験 の 有 無
間Aに 挙 げ られ た項 目を1つ で も選択 した回答者 は275人 で、全 回答者 の47%で
あった。回答 者 の5割 近 い人々が 、在 学中 に何 らか の性 差別 や性的被 害 を受 けてい た
こ とにな る。 さ らに、 ユ人 あた り平均 何項 目を選択 した のか を求 めた ところ、1.2個
で あ った(0個:314人 、1個:104人 、2個:70人 、3個:43人 、4個:30人 、
5～9個:22人 、10個 以上=6人)。
5割近 い人 々が何 らかの性差 別や性 的被害 を受 けた とい って も、問Aは 一般 的な性
差別 か ら性暴 力 まで、それ も比較 的軽 い ものか ら重 い もの まで様 々 な もの を含 んでい
る。そ こで、 身体 的接 触 や性的 関係 の強要 に関す る項 目(項 目(3)、(14)～(18))
に限 って集計 した ところ、 これ らを1つ 以上選択 した回答 者 は28人 で、 回答者全体
の5%を 占めた 。









であ り、最 も少 ない年代(70年代)で も回答者の4割 に達 していた。すなわち、50
年代以前か ら現在 に至 るまで、性差別や性的被害は途切れることなく続いていたこと
が分かる。
項 目 ご との 集 計
性 差別 や性的被 害の 内容 をあ らわす各項 目を選択 した回答者 の数 を、表1に 示 す 。
頻 度の高 か った5項 目を順 に並べ る と、 「(19)他の男子学生 と比べ て次 の ような点
につい て不 利 な扱 い を受 けた」[108人]、 「(10)女性 だ とい うだけで、ちや ほや さ
れて甘 やか された」[92人]、 「(5)お茶 くみ や掃 除、コンパ でのお酌 な どの役割 を、
当然 の こ との よ うに させ られた」[75人]、 「口)教 官 が女性 をバ カに した り、型 に
はま った役割 を押 しつ ける ような発言 を した」[66人]、 「(11)容姿、身体、服装 、
私生活 な どに関 して、不快 な ことを言 われ た」[47人]、 とな った。
誰 か ら も選択 されなか った項 目は、1つ もなか った(た だ し、(19)～(21)の下 位項
目につ いて は、 選択 されなか った もの もあ った)。
次に、項 目を順番に挙げ、その項 目を選択 した人数 と、自由記述欄 に記入 された具
体例(◎ 印)を 示す。
i)授業 の場 にお ける性差別 や性 的被害
1(授 業の場 で)教 官が女性をバカにした り、型 に はまった役割 を押 しつけ る よ う
な発言 を した。[66人]
◎女性 は男性 より脳 味噌 が軽 く、 もと もと能力 が劣 っている との ことで した。
◎ ご く一 部の教授 が、女性 は2、3年 社会 で働 いた後結婚 す れば よい とか、女 は男
に従 え とか言 っていた 。
◎ 「君 い、女の子 は早 く結婚 した方 が イイ ヨ」
◎ 「女が学 問 して何 になる」 、 「女 は家庭 を守 っていれ ば よい」 な ど。
◎ ことさ らに 「女性 は … 」 、 「女 性 は … 」 と分 けて話 そ うとす る。
◎女 に大学教官 の就 職 はない と言 われ ま した。
◎ 「女性 は好 まぬか ら留年 しない ように。二年 間 もつ きあ いた くない」
◎ 出席 人数 の10%位 しか女子が い なか ったの に、 まるで 「女子大 」 で教 えてい る
ようだ と言 われ た。発言の真意 は奈辺 にあ るかわか らないが 。
◎刑事 学の授業 で、 「レイプは女 の責任 」 とい った発言 を聞か され ま した。
2(授 業 の場 で)教 官 が容 姿や服装 な どに関す る不快 な発言 を した。[12人]
◎ 「世 間並みの女の子の ような服装 ・メイクをして女子学生 ・院生が大学 に来るよ
うになるか ら問題が起 こる」
◎ 「服装が女性 らしくない」
◎容姿、身なりなどに関 して細か く感想 を述べる。
◎教材(文 学)の 内容にある女性の身体に関 して。
3人
3
表1在 学 中 に受 けた性 差 別 や性 的被 害
「あなたが京都大学の学生だったとき、勉学 ・研究においてあなたとつながりがある京大の教職員
(非常勤も含む)や 学生 ・院生などから、次のようなふるまいをされて不快に感 じたことがありま























(7)いや ら しい 目つ き を され た。





(11)容姿 、 身体 、 服 装 、 私 生 活 な ど に 関 して 、不 快 な
こ とを 言 わ れ た 。
(12>容姿 、 身体 、 服 装 、 私生 活 な ど に関 して 、 噂 を流
さ れ た 。
(lal性的な内容の手紙、電話奮ζをさごされ左p
(14)意講的に身体に触れられた。




































<<<授 業以外の場で 〉〉>(続 き)
麟 欝 警 と比べて次のような点について不利 匝L18%
a,就職 ・進 学 な どの世 話 86人115%
b.学位 ・成績 などの判定 10人1 2%
.r.


















































◎論文指導等の名目で研究室(教 官の個人研究室)に 呼び出され、何 も知 らずに行
くと、 「性的サーヴィス」を要求されるといったことが 日常的にあったが、男子
院生や教職員はもちろん見て見ぬふ りで、助けを求めてもムダ 。




て他の者が迷惑するか ら、実習 に来 られると困る」と言われ、結局その実習 に参
加で きなかった。宿泊 しなければいけない実習 も、 「部屋がない」と言われて参
加で きなかった。
◎試験 を落 とした時、担当の教授 に教授室に呼び出され、妙 な雰囲気の中、長時間
にわたって試験 に関係のないプライベー トなことを聞かれた。
◎ 「旧制大学の時は女性はいなか ったのに」とよく言われました。目立たぬ ように
黒い服 を着て授業 を受けま した。目立たないようにしていると、反対に女性 らし
く色物の服 を着て くるようにと言われました。





◎議論や批判など、物事 をはっきり言 うことについて 「かわいげがない」と言われ
た。
◎ 「差別するつ もりはないけど、女の人相手だ ときついことが言えない」とよく言
われました。
ii)授業以外 の場 にお ける性差別 や性的被 害
5お 茶 くみや掃除、コンパでのお酌 などの役割 を、当然のことの ようにさせ られた。
[75人]
6聞 きた くもない性 的な話 を され た。[44人]
◎教室 での旅行 で、 ヌー ドシ ョー の話 がお お っぴ らに話 され、泣 きた くな った。
◎ 「女 は力で男 には勝 て ない。だか ら男 の 自由 にで きる」
◎ コンパ の席 で 「授 業 をさぼって百万遍 をぶ らりとして いた ら … 」で始 まる歌
が歌 われ、その最後 が 「京大 の ねえ ちゃん とは何 に もや りた くない」とい うフレ
ーズ で した。当時 は どの ように対処 すれ ば よいのかわか らず、ただ ただ 「男 とは
こ うい う もの か」 と思 い知 らされま した。
◎ コン ドーム をおみや げに渡 され、その 関連 の話 をされた。
◎研 究室 でア ダル トビデオ を見 る。
◎ゼ ミ旅行 で紅一 点だ ったが、 「手 を出 さな い と女性 に失礼 だ」 と発言 した。
6
い や ら しい 目つ きをされた。[10人]
8目 につ く場所 にヌー ド写真 な どを置か れた。 〔35人]
魍 生だ というだけで能力が低い と言 われた り、研究内容 を批判 された りした。[40
人1
◎ 「だか ら女 は だめな んだ」、 「女子大 生亡 国論」 、 「女 は国 費 を使 って勉 強 しな
くて も結婚 して子 ど もを生 めば よい。優 秀 な男性が 国立 に来 るべ き」
◎ 「女性 は学 問 に向 か ない」 と して、最初 か ら差別待遇 。
◎女性 は学 問に は 一 もちろ ん例 外 はある に して も(「 狂 人で なけ れば」 と言 わ
れてい ま した)・ 向い てい ない 、とい う認 識 は当然 とい う雰囲気 に満 ち満 ち
てい ま した。
◎論文 発表会 の場 で 、 「昔 、女性 に対 して質 問 を した ら、そ うい うこ とはすべ きで
ない と師 か ら言 われ、それ以 降女性 に対 しては質 問 しない こ とに してい る」と冗
談 ま じりに発言 された先生 がい らっ しゃった 。
◎公平 に考 えて、 自分 の能力 が高か った とは思 い ませ ん。ただ、 「女 は」 とい う先
入観 で見 られてい た よ うに思い ます。
圃 とい うだ けで、 ちやほや され て甘 やか された 。[92人]
この項 目を 「性差 別」とみ なす こ とには抵抗 を感 じる読 者 もお られるか もしれ な
いが、ちや ほや されて甘 やか され た場合 に は、十分 な指導 を受 け られな くなって し
ま うこ とが多 い。その意味 で、これ は教 育 を受 け る権利 を不当 に奪 われ るこ とにつ
なが る。攻 撃的 な差 別で はない にせ よ、この よ うなふ るまい も女性 に とって不利 な
状 況 を もた らし得 るこ とは確 かで ある。
また、あ くまで 回答者が 「不快 に感 じたか ど うか」を基準 に判 断 を求 めて いる こ
とに留 意 されたい。
(旦L容姿 、身体,墨 装 、私生活 塗 どに関 して、不快 な こ とを言わ れた。[47人]
◎何 度 も 「あんた彼氏 お るんか」 と聞か れた。
◎私生 活 について よ く質 問 された。恋 人はい るのか とか、結婚 は しないの か な ど。
◎ セ クシャルな映像 を示 して 「こん なん好 きで しょう。人妻 だか ら」 と言 わ れた。
◎在学 中 に離婚 したが、 身体 が寂 しい だろ う と しつ こ く何 回 も言 われた。
◎ 「こんなん、女 や思 われへ ん」 と先輩 に嘲 笑 された。 「尻 の形 は安産 型や」 と助
手 に言 われた。
◎助 手 に会 う度 に、 「肥 って きて い るな」 と言 われ た。
◎専攻 科 目外 の院生 さんか ら、容姿 に関 して 「ブス」だ とか 「い や な女」だ とか言
われた こ とがあ る。
◎担 当教授 か ら 「きれ いな服 だね」 と言 わ れた。その時着 てい たの は薄 手の ブ ラウ
ス で、少 し透 ける布 だった(夏 だ ったか ら)。 以後 、その服 は着 てい ない 。
◎ ノーブラでTシ ャッを着 てい た ら、頭 がおか しい とい う素振 りを された。
◎大 学院生 を学部生 と比べ 「年増」 扱 いにす る。
◎女性 だか ら … と思 わ れた くないた め、男 並 に行動 してい たが、君 みた いなの
は嫁 にはほ し くない と言 わ れた。
7
12 容姿 、 身体 、服装 、私生活 な どに関 して、噂 を流 された 。 3!人
◎誰 々 と親 しい 、派手 らしい、 ルーズ らしい、 な どな ど。
◎下宿 してい る とい うだけで男 子学 生 と交 際が あ る ように言 われ た。
◎ ある院生 が風 邪 を引いた ときに、他 の学生 とお見舞 い に行 った ら、後 で色 きちが
い の よ うに言 わ れた。
◎男 と同棲 しているらしいという噂 を流された。
◎根拠のない恋愛 ゴシップのネタによくされた。
◎セクハ ラ、レイプ未遂 を訴えた時 に、女 らしい服装などして くるか らそ ういう目
に遭 うのだ、責任は自分の側にあるので教授が悪いのではないなどと言われた。
13 性的な内容の手紙、電話などをよこされた。 7人
◎ 「今 日は家 内が実 家 に帰 ってい るか ら、 自宅 で一対一 で指導 を してあげ よう」







地位 ・立場 などを利用 して身体的接触 を求め られた。 5人









19 21 では、教官の持つ権限に直接関わる事柄を取 り上げた。
他の男子学生 と比べて次の ような点について不利な扱い を受けた。
[この項 目で、少 な くとも1つ 以上 に○ を付 けた人数:108人1
a.就職 ・進 学 な どの世話











f.そ の 他 の具体例
◎女子は来て もらいた くないと考えている助教授がお り、女子が(そ の研究室
への)配 属の希望 を出せないことがあった。
◎ある研究室へ入 ろうと見学に行 ったが、女は助手その他になれないか ら来な
い方が よい といわれた。あ きらめてやめた。
◎論文の連名をはずされた。
◎上級の男子学生がオーバー ドクターで論文が出ていなかったために、自分は
業績が十分 にあったにも関わ らず、学位請求 を待 たされた。





たた め に、次 の よ うな点 につ いて不利 な扱 い を受 けた 。
[この項 目で 、少 な く とも1つ 以上 に○ を付 けた人数17人]
a.就職 ・進学 な どの世 話[9人]
b.学位 ・成績 な どの判 定[6人]





◎指導教官への性的サーヴィスを断ったため、 「学界」か ら追放 され、就 職
を妨害 され続けた。その当時は、(よ ほど特別なコネで もない限 り)指 導
教授の個人秘書 として奉仕 し、 さらに 「性的サーヴィス」 をしなければ研
究職に就 くことができないのは常識で した。
◎直接的また間接的に研究の妨害 をされた(特 に大 きな目標であった学位 取
得に関 して)。
21逆 に、以上 の ようなふ るまい(上 記 の項 目1～19)に 対 して拒 否 や抗 議 を
しなか ったため に、次 の ような 点につい て有利 な扱い を受 けた。
[この項 目で、少 な くと も1つ 以上 に○ を付 けた人数:13人]
a.就職 ・進 学 な どの世話[6人]
b.学位 ・成績 な どの判定[2人]






するなら博:士課程 にいって もよい と言われた。
◎教官に受けの よいタイプの女性はかわいが られるとい う印象があった。
◎ 「女性だというだけで」 というより、年齢が他の学生 より高い 「主婦」という
ことで、就職、進学の世話、教育、指導において不合理 を感 じる。




◎就職 については、学科の求人に女子学生 はな く、先生に相談をしましたら 「自
分で見つけた就職 に対 し、不利なことは言わない」 と応答 された。暗に就職の
世話 はしないことを示唆されたのみで、不利 な扱いは受けていない。
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3.も っ と も深 刻 だ っ た経 験 に つ い て(問B)
この間では、 「今までにあなたが経験 した不快な出来事の中で、もっとも深刻だっ
た ものを一つ思い浮かべて下さい。同 じ相手か ら受けた長期 に渡る一連のふ るまいも
一つと考えて下 さい」として、その経験 について詳 しく述べ てもらうことを求めた。
この間の回答欄に何 らかの記入のあった人は95人で、問Aに 記入のあった275人
の3割 程度 しかない。また、何 らかの記入のある場合で も、一部の設問にしか回答 し
ていない ものが多か った。これら少数の回答について統計的な扱いを行 うと、誤った
全体像 を導 く恐れがある。そこで、集計表などは示 さず、出来事の具体的な記述 をい
くつか引用 して、 「事例集」 とするにとどめたい。
ただし、 「不快 な経験に関連 して、次の ような悪影響があ りましたか」という設問
の回答数だけは表2に 示す。性的被害 を受けたことも見聞 きしたこともない人の中に
は、 「そんな深刻な被害があるとは思えない」というようなコメン トを書 く人がみ ら
れるため、統計的な意味あいはさてお き、深刻な悪影響が確かに存在することを示 し
てお きたい。なお、表2は 、この間に何 らかの記入のあった95人か ら、記述内容か
ら判断 して 「京都大学の学生だった とき、勉学 ・研究においてあなたとつなが りがあ
亙京大の教職員(非 常勤 も含む)や学生 ・院生 などか ら」(問Aの 説明文)受 けたの
ではないと思われる ものなど不適当な もの22人 を除いた、73人についての集計であ
る。不適当な ものとは、サークルのメンバーや卒業後の職場の上司か ら受けた被害な
どである。
事例1:身 体的接触 を拒否 したために嫌が らせ
◎修士論文研究の際、指導 を受けていた助教授の部屋 に机 を置いていたので、後ろ
を通るときに頭を抱 えられた り髪 を触 られた りした。こちらが腹 を立てて 「やめ
て下 さい」 と云 うと、 「父親の ような気持ちだ。ホオにキス したい」と云 うので
「私の父はその ようなことをしません」と抗議すると、いやが らせが始 まった。
他の教官が来ると 「この娘は僕が出ていってもらいたい と思 っているのに、ヘ
ビみたいにくらいついてなあ」などと云 う。私が実験 していると(他の学生 の片
付 けていない実験道具 をさして)「片付けていない」ことで30分 以上説教 され
る。私が他学部か ら出向 していたので 「このボールペ ンはうちの ものだ」等、愚
痴をこぼす。私が他の教官、院生 と話 していると睨み付 けて通る。
一連の こういったことでノイローゼにな り(微熱が長い間続 き、検査 にも行 っ
たがどこも悪 くなかった)、研究 をしているのかどうか何 をしているのか悩み、
上の教授に相談 した ところ 「彼 は、他の人(秘 書 さん)に もそういったことをし
てきた ということを聞いている」と云 うことで机の場所はかえて もらった ものの




表2性 差別 や性的被 害 による悪影 響
r不快な経験に関連して、次のような悪影響がありましたか。」
問Bに何らかの記入のあった95人から、記述内容から判断して 「京都大学の学生だった
とき、勉学 ・研究においてあなた とつなが りがある京大 の教職昌(非 常勤 も含 む)や 学生
・院生 などから」受けたのではないと思われる ものなど不適当なもの22人を除いた、73人
についての集計である。複数回答可。
(1)研究 ・勉学 をやる気が しな くなった、はか どらな くなった。
(2)研究 ・勉学 を断念 した。
(3)大学 に行 くのが嫌 にな った、恐 くな った。
(4)大学 を休みがちになった。






(11)自分に 自信 をな くした。
(12)人とつ きあ うのがいや になった。
α3)精神的 ・身体的 な問題 を生 じた(頭 痛、不眠症、 ノイローゼな ど)。
(14}自殺 を考えた。



















握 っているのでそうい うことをよく聞 きます。表立 って就職 して逃げようとして
も潰される可能性があるのでこっそ り逃げなさい」との こと。別の親 しい教官か
らも 「へたに動 く(裁判な ど)とあなたの就職が不利になるしダメージも大 きい
のでそれはさけた方がいい」 との忠告を受け、こっそ り自主退学 し、現在の職 に
就 くことがで きた。女性差別 とい うだけでな く、就職権 を持つ教授の支配にふ り
まわされるとい う点では同 じ研究室の博士課程の男の人 も 「被害」にあっていた
と思います。
セ クシュ アル ・ハ ラス メン トに対 して は、毅 然 として拒 否す れば よい、被害 を受 け
た ら身近 な人 に相 談す れば よい、とい う意見 が一般 に よ くみ られ、今 回の ア ンケ ー ト
回答 に もみ られたが、この事例 で はそ んなこ とを して も何 の役 に も立 たなか った。ま
た、特 に性 差別 や性 的被害 の相談機 関 を設けな くて も、学 内 に既 にある学生懇話 室(カ
ウンセ リング ・ル ーム)な どを利用す れ ば よいの では ないか とい う意見 も、相 談機 関
につい て尋 ね た問Cの 回答 に見 られた が、これ も疑 問で ある。カウ ンセ ラー と しては、
そ の性格 ・立場上 、 「こっそ り逃 げな さい」 とい うような 「ア ドバ イス」 しか与 え ら
れないの であ ろ うが、この場合 、も し大学 を去 らね ばな らない人 間が い る とした ら、
当然 そ れは加 害者 の方 であろ う。やは り性差 別や性 的被 害 に専 門的 に取 り組 む機 関 が
必要 であ る。
事例2:マ ッサ ージ を してあ げ よう
◎ あ る科 目の教官(30代)は 、授業 中 「君 は下 手で も一生懸命 に取 り組 むか ら、
何 とか上 達 させ て あげたい」 と言 って、ほぼ私 にかか りっ き りで した。私 は教 官
に非常 に なつ き、面 白い本 な ど も紹介 して くれ る こ とな どか ら、全面的 に信 頼 し
てい ま した。科 目の履 修が終 わ る前 に、何 人 かの学生 をそ の教 官の研 究の実験 に
使いた い との 申 し出が あ り、私 も選 ばれ ま した。 これ は一一年 間、自宅 にお いて指
示 され た作 業 を行 い、何 ヶ月 か に一 度、大 学 におい てデ ー タを取 る とい うもので
した。一 年後、他の学 生 につ いて は実験 が終 了 した よ うで したが、私 は実験 の延
長 を求 め られ、応 じま した。
さ らに一年位 た った頃、デー タを取 り終 えた後 、教官控 え室 の ような部屋 に通
され、雑 談 を して(こ れは毎 回の こ とで した)い る うちに(こ の前 に部屋 は施錠
され ま した。時刻 は夕暮 れ直前 頃 と記憶 して い ます)、 「肩 コリが ひ どい よ うだ
か らマ ッサー ジを して あげ よ う。上半 身裸 にな りな さい」 と言 われ ま した。なぜ
下着 まで全 て脱 ぐのか、多少 不思 議 には思 い ま したが 、素直 に応 じま した。教官
は、マ ッサー ジ を している うちに、私 が横 たわ ってい るマ ッ トに 自分 も横 たわ る
よ うな形 にな り、私 の胸部付 近 に触 れ なが ら唇 にキス しようと しま した。私 は、
ここで騒 ぐか お びえた態度 を示 す とか えって危 険 と思い 、 「は あ?」 ととぼ けた
声 を出 して機先 を く じき、相 手が た じろ い だ間 に、 「寒 くな って きま したか ら」
と言 って服 を着 ま した。その後 も、私 は何 も不 審 に感 じてい る点 が ない ような顔
を して教 官 と話 を し、その 日は何事 もな く帰 宅 しま した。その 日以降 、教官 には
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会 い ませ んで した。
事例3:暴 言学科
◎大学生活4年 間を通 じ、私の学科(ク ラス)の女子学生(学 科の約4分 の1を 占
める)は皆、クラス担任である教授 らか ら女性差別的 ・女性蔑視的発言 を受け続
け、非常に憤 りを感 じていました。その発言の一部 を以下 に書 きます。
・入学第1日 目、入学式後のオリエ ンテーシ ョンで、クラス担任の教授か ら 「女
子学生 は就職難なので、4年後に私が女子学生の就職の世話 をしなければならな
い と思うと気が重い。女子学生はこの学科 をやめてよそへ転部 して欲 しい」と言
われた。
・そのオリエ ンテーシ ョン後の立食パーティーで、1人3分 ぐらいずつ壇上で自
己紹介するように言われ、私が1分 ぐらい話 した ところで、クラス担任 ら数人の
教授か ら 「女の しゃべ りはみっともないそ一、ひっこめ一」とや じが飛んで きた。
・クラス担任 をはじめ数人の教授 らか ら、授業中に 「女子学生は在学中の成績は
よいが、社会 に出てか ら2～3年 しか使えないので、企業は女子 を採用 したが ら
ない。そんな女子を国のお金で勉 強させるのはもったいない」とい うようなこと
をたびたび言われた。
・クラスの女子学生の半数近 くが大学院への進学 を希望 した ところ、 「女子学生
は、成績はいいので大学院の入学試験 には皆合格するだろ うが、女子が勉強 して
も世の中の役 には立たない。女子が大学院入試を受験するということは、本来大
学院に進学すべ き男子学生 を蹴落 とし邪魔することになるか ら、よくない」 「女
性は結婚 して、夫が出世で きるよう尽 くしさえすればよいのであって、大学院な
ど行かなくてよい」な どと担任教授 らから反対 された。
・担任教授 は、 「女子はどうせ腰掛け就職なんだか ら」と決めつけ、実家のある
場所に近い企業 などを指定 し、 「君はこの企業 を受けなさい」と半ば強制的に決
めつけ、それに反対すると 「君には どこの企業 も紹介 しない」と脅すなど、女子
学生が真剣に就職先 を検討す ることを認めようとしなかった。
・そのような就職についての面談の場や、その他ことあるごとに、担任教授か ら
「若い女性 は、漫画ばか り読んで、フワフワしてて、軽薄で、何 を考えているの
か、 よくわか らん」などと、女はバ カだと決めつける発言 を繰 り返 された。
・その他、授業中などに 「僕は女は嫌いだ」 「だか ら女はダメなんだ」などと敵
意 をむきだ しに して言い放つ助教授 ・講師などもいた。
当時の私は、入学第1日 目か ら始 まった教授 らの女性に対す る暴言 に驚 き、憤
り、(男性の)大 学教官 というものに、そ して、このような暴言がまか り通る典
型的な男性社会である京都大学 に対 して、大変失望 した毎 日を送っていま した。
また、教授 らの言葉 を鵜呑 みに して、世の中(企 業など)は女性に対 して何 も期
待 してはいないのだ と思い込み、落胆 し、勉強にも身が入 りませんで した。しか
し、実際に企業 に入ってみると、入社後2～3年 で退社する女性など今ではほと
んどお らず、企業側 も男性か女性かの性別ではな く本人の能力 を重視 してお り、
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男性 と肩を並べて活躍 している女性社員 も大勢いることがわか りましたので、教
授 らの時代遅れの話など鵜呑みにせずに、在学中にもっ としっか り勉強 しておけ
ばよかったと、社会人になってか らはずっと後悔 しています。
とにか く京都大学は、女性の数が圧倒的に少ないために、一般社会か らはかけ
離れた、ひどい女性蔑視社会であるように思います(私が卒業 してか らは少 しは
ましになったか もしれませんが …)。 ぜ ひとも改善 してい くべ きだと、強 く
思います。
暴言の集中砲火である。どんなに能力 ・気力がある女性で もこんな学科に入ったの




うとも限 らず、世の中の変化 に気付 いていない(気付 こうとしない?)大 学教官の頭
の古 さだけが際立ってい る。
事例4:大 学院進学 を拒否 される
◎卒業後の進路について、私は大学院に進学 を希望 していたので、そのことを卒論
の指導教授 に伝 えると、私の配属 されていたその研究室では、すでに男子学生が
進学 を希望 しているので、私が院入試 を受験 して も取 らないと言い渡された。つ
まり成績 に関わ らず、女子 は院生 としては必要ないので、受験 して もムダだと言
われ、早 く結婚 しろと言われてしまった。結局、受験 させて もらえなかった。
言うまで もないことだが、大学の研究室 というのは教授の私設機関ではないのだか
ら、上の ような教授の言動 は違法行為である。
事 例5:コ ンパ でキスす る教授
◎4回 生 の と き、所属研 究室 の コンパ で、隣 に座 っていた教授 に、皆の見 てい る前
で軽 くキス され ま した。た ったそれ だけの こ とですが 、誰 も 「先生!!」 とた し
なめ て くれ なか った ことが シ ョックで した。 「××学部 の スケベ な教授3人 」の
うちのお一人 だ ったそ うで すか ら、そ んな こ とたい した ことで はなか ったのか も
しれ ませ ん。歳 を重 ねた今 となって は、 「いいお じさんが もう … 」 ぐ らいの
ことですが、その 頃 は純情 だ った もので、ち ょっ と心 に残 る出来事 とな りま した。
事例6:女 なのに働 きたいの?
◎修士2年 の とき、必死で就職活動を している際に(自 分で は深刻な気持ちだっ
た)、研究室の先輩の社会人や大学院生か ら、 「あなたはお嬢さんなんだか ら働
かなくていいん じゃないの」、 「女なのに働 きたいなんていう気持ち、全 く理解











・2人で飲みに行 く誘いを断 ったため、しばらく実験室 に閉 じ込め られた。





最後に、 「京都大学の学生だった とき、勉学 ・研究においてあなたとつなが りがあ
る京大の教職員(非常勤 も含む)や学生 ・院生な どか ら」受 けたものではないため、
本来この間の回答 として紹介するべ きではないが、参考になるものをい くつか紹介す
る。これ らは表2の 悪影響の集計には含めていない。
◎京大出身の研究者(私 が進学 しようとしていた研究室の先輩 にあたる人)をたず
ねて、京大の大学院進学 も含めて研究上のことを相談に行 った ところ、具体的な
研究の話は何 も進 まず、飲みに連れて行かれ、ラブホテルに連れ込 まれた。まあ、
あまりにも自分がバカだった とい うか無知 だった というか、相手の 「恋愛」であ
るかの ような口ぶ りにダマされたのだが、不平等な立場にあったことやその後の
相手のふるまいか ら、ゲ ッ馬鹿 にしやがってと気付いたわけだが、思い出すだに
吐 き気がするほどイヤなイヤなイヤな体験である。今思 うと、東南 アジァ研究セ
ンターの事件 と同 じ構造 を持つ と思 う。
◎4回 生後期か ら、○○研究所で実習を行い、卒業後そのままそこに就職 して仕事
を続けた。そこの教授か ら 「僕のポケ ッ トマネーで君 を雇っているのだか ら、言
われたことだけをすれば よい。講義 を聴 きに行 くことは許さない。将来、公務員
になる可能性はない」と何度 も言われた。将来の見通 し、給料 などを充分考慮 し
ないで、仕事の面白さだけで就職 したのは浅はかであったが。それにして も、生
活 もで きない低賃金の職場に斡旋 した卒論指導教授の頭 も、女性蔑視その もので
ある。 「女性が肩肘 はって仕事 をすると、かわい くな くなる ヨ」とも言われた。
結局そこを辞めて ××学部に編入学 した。
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◎1回 生 の時、他大学の女子大生 と数人で家庭教師のアルバ イ ト広告 を新聞に出
しました。それを見た京大の大学院生が電話(塾 を手伝 ってほ しいとの内容)を
してきたので、私が代表として一人で面接 に行 きました。相手は二人でした。
結果は翌 日とのことで再び会いましたが、その場で食事 に行 き、その時の会話
はほとんど私生活についての質問なので不審 に思い、先ず学生証を見せて もらい
相手2人 について確認、アルバ イ トの話でないなら帰宅す る旨を告 げました。塾
に戻 り話 を続 けま したが結局、交際を申し込 まれ、断ると、
・男の方が力が強いのだからこの場で犯すのは簡単。
・女一人でついてきて男 と同室 したのだか ら何があっても強姦にはならない。
・2対1だか ら、あとか ら何 を訴えて も通 じない。
このようなことを言われました。私はただただ呆れ、塾 をとびだし一人タクシー
で帰宅 しました。
翌日、2人 の内お となしい方が謝罪 しに来訪、あ らためて交際を求め られまし
たがもちろん断 りました。
4.他 人の被害 を見聞 き した ことが あるか(問E)
この間で は、他の女 子学生 で問Aの ような経験 を して困 って いた例 を見 聞 きした こ
とが あ るか どうか を尋 ね た。 「あ る」 と答 えた人は106人(18%) 、 「ない」 と答
え た人 は295人(50%)、 無 回答 は188人(32%)で あ った。
具体 的な記述 は95件 あ った。多か ったの は、女子 が大学 院 に進学 す る ことを嫌 が
る、進学 させ ない とい う もので、16件 あ った。 ここで は、 問A、Bの 具体 的記述 で
あ ま り出て こなか った類 の もの をい くつか紹介 す る。
i)関係 ・接触 の強要
◎修士課程の女子大学院生が、指導教官(助教授)に たびたび夕食 に誘われ、断っ
ても 「こういうつ きあい も研究 を円滑 に進める上に必要だか ら」と聞 き入れられ
なか った。彼女の論文が受理 された時に 「お祝いを しよう」と連れ出され、彼女
も 「今 日はしかたないか … 」 と思いなが ら彼の車 に乗 りこむと、着いた とこ
ろは(ふつ うの)ホ テルの個室。思わずた じろ ぐ彼女に彼 は 「ルームサービスで
食事をした方が レス トランよりゆった りで きる」と言い、食事後、強姦未遂。タ
クシーで下宿に逃げ帰 り、シ ョックか らしば らく登校で きないでいたが、気 をと
りなお して教授 に相談 したところ、教授は 「またか」(こ のハ レンチ助教授 には
前科があるらしい)と 言って、彼女の身柄を他所の研究室にあずけただけで、助
教授の処分はなかった。素行が悪いのを承知の上で彼に彼女 を任せた教授 、顔 も
見た くない助教授 に失望 した彼女は、研究者になる夢を捨 て、課程修了 と同時に
就職 しました。
◎友人の女子学生が、教授(け っこう有名な看板教授)と 食事に行 く(お酒を飲む)
ことを半ば強制され、その際、帰 りぎわに抱 きつかれキス をされた。教授 にとっ
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ては一種のスキンシップとい うことで、他の女子学生 にも同様のふるまいがあっ
た ときく。その場 を彼女はつ きあっていた男子学生に目撃 され、誤解が生 じて交
際をやめることになった。
◎修士論文作成中、深夜 に及び手伝 って くれた助手が、終了後当然の ようにその女
性に抱 きついたという事件があった。その助手 は他の女性 にも同様のことを行 っ
ているらしいと、女子学生の間では噂になってはいるらしい。
◎教官が しばしば下宿 に電話 をかけて親 しげに話そうとす る。
◎他の人のアンケー ト回答の中でたぶん出て くると思いますが、著名な○○学教室
で、教授が女子学生 ・院生 ・研究生 ・研修員等 に性的な関係をしつこく迫る。学
会で も有名で、○○教室で博士号 を取 った女性 というと、 「あっ、先生 と寝 たな」
という感 じで見 られて非常 に困るということで した。




◎ コンパで よっばらった男子教員が、女子学生のスカー トに頭 を入れた。
◎ 「コンパなどの席で、一度は教授 の隣へ座 って胸 を触 られなければいけない」と
嘆いているのを聞いたことがあ ります。研究室の トップがすることなので、他の
教員 も、もちろん男子学生 もいさめることがで きず、泣 き寝入 りの ようで した。
◎ もう退官 された教授ですが、その研究室では毎年の研究室旅行では、手を握 るな
どの行為の中か ら一つ を選んで女子学生は先生の相手をしなければ ならなか っ
たそ うです。




◎先輩の20代 後半の女性は、当然 に男性経験有 りときめつけられた り、容姿のこ
とで 「茶一点」な どとか らかわれた りしていて、お気の毒 に感 じました。
◎就職試験で、思想信条における質問に正直に答 えて落 ちて きた学生 に、怒鳴 りつ
け、 「女は一生がかかっていないか ら」 と言ったという。
iv)進学 ・就職 の差別
◎大学 院進学 に際 して は、女 子 は精 々マス ター コース止 ま りで、 「ドク ターコース
を希 望 して も～就 職の世話 ・保 障 はで きない」(こ れは大 学講 座側 のみの 問題 で
はな く、 その先の受 け入 れ側 の当時 の社 会 体 制 に も関わ る と考 えます が …)
とい う理 由のた めに、"女 子 は御遠 慮下 さい"と い う伝 統 的看板 を掲 げ ていた講
座 がい くつか あった ときいて い ます 。そ れで も、研 究 テーマか ら考 えて、是 非そ
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こを希望するとい う人はやは り少 なく(その中には、受験 しても、落 とされると
い う噂 もあったためか …)、 女子にも門戸 を開放 している講座に希望変更す
るという風潮にあったと思われ ます。
◎他大学への講師として就職 を希望 していた私の友人(院 生)が 「君は女性で将来
家庭 に入 るのだか ら」と言われ男子学生 に就職口を回されたと怒 って話 をしてい
た様 に記憶 しています。能力の点で負けたのなら納得するけれど性別で決定 され
たのが口惜 しいと嘆いていました。
◎1.就 職のことで相談 に行 くと、就職はあ きらめるように言われ、見合い写真 を
見せられた。2.最 初か ら、女性には就職は世話 しないと断言 された。
v)教育 ・研究においての差別
◎女性が 「女性」に関係 したことを論文 ・研究テーマに選ぶと、必ず教官や男子学
生か ら、その女子学生 自身の 「女性性」や 「人間性」、 「女性 として、また人間
としての成熟度」といったことに関 してあか らさまにか らかった り軽蔑 した りす
るような発言が出た。このことは男子学生 にはあまり向けられなか った。女性が
あえて 「女性」を選ぶ ことにはそ うならざるをえない問題性が(いろんな意味で)
あった。とにか く、そ ういった教官や男子学生の態度は女子学生にとって不快 な
ものであった。そしてそ ういったことが原因で研究者へ の夢 を閉ざされていった
人もあった。
◎大学院の演習(院生が毎回1人1時 間程度の発表 をするもの)の場で、男性の先
生方が、特定の(全 員ではあ りません)女 子学生 に対 して、たとえ発表内容がひ
どいものであって も批判を しないとい う例が見受けられました。これは一種 の逆
差別である一方、批判を受け入れるとい う、研究者 として基本的な能力が本人に
欠けていると決めつける態度であるとも考 えられます。ただ、私が知 らないだけ
で男子学生で もこの様な扱いを受けている人 もいるか もしれず、学生の能力 を評
価する上で学生の性 別が先生方 にどう作用 してい るのか判断することは難 しい
か と思います。しか し、このような例が発表の場 にいる人達に 「どうせ女子はこ
んな もの」 と思わせて しまうのではないか と危惧 しています。
◎教官が他の女性教官 を女性 ゆえに優遇 した り、逆にバ カにするの を見 てきた。ま
た、結婚 した女子大学院生 には、まった く就職 をあっせん しようとしなかった。
出産 した女子学生 は学業 を続けることも期待 されていなかったようだ。それを見
て、就職で きるまでは結婚 した ら不利だ、 という考えは深 く刷 り込まれた。
◎4回 生になる時、友人といっ しょに卒論テーマの相談に行 くと、友人が教官か ら
「女子学生は手がかかるか ら、卒論のめんどうは見た くない」と言われました。
二人で強 く抗議 したため、教官 は謝罪 し、その友人の指導教官 となりましたが、
こういう発言の裏には、過去に困 らせた女子学生がいた ことがわか りました。真
面 目に実験 をせず、作業は先生 にまかせた まま研究室 にやって来ない、甘えた り
媚 びた りする人で した。男子学生が不真面 目ならきつ く叱れても女性 にはどう叱




この事例で、過去 に困った女子学生がいたのが事実であるとして も、 「だか ら女子
学生は困る」というような一般化 をす ることは妥当であろうか。別の回答者の次の よ
うな意見を紹介 したい。
◎ある大学の教官が、自分の大学の女性教官 に対 して愚痴 を言っていて、 「だか ら、
女性は困る」と言 ったことがある。それは、その女性個人の欠点であ り、女性一
般の ものではない。欠点のある男性教官に対 してなら、「だか ら、アイッは困る」
と言 うはずで、 「だから男は困る」 とは言わない。少数者はいつでも、個人が一
般化される。同 じ構造は全ての差別に共通する。これを無 くす には、大学の場合
は、女性 を増やす しかない。
5.性 差別 や性的被害 に対処 する相 談機 関 につい て(問C)
この間では、大学における性差別や性的被害などに対処するための相談機関につい
て、京大での現状 とそれに対す る女性教官懇話会の意見 を示 した上で、回答者の意見
を求めた(付 録1:ア ンケー ト調査票を参照)。 ここには316件の記入があった。
女性教官懇話会の意見に賛成だと思われる記述(「 懇話会の意見に賛成です」の よ
うなものか ら、 「第三者 を含めた相談窓口が必要」の ように懇話会の意見 と同様の指
摘を した ものまで)は225件 あった。反対 に、各部局単位の窓口でか まわないとい
う意見 は5件 、各部局単位の窓口に加 えて部局を越えた窓口もあればよいという意見
は4件 あった。
以下では、懇話会の意見 に賛成か反対かにはこだわ らず、様々な意見 をで きるだけ
偏 りな く紹介 したい。◎印は引用文。○印に続 く文はそのままの引用文ではな く、要
約である(数 名の意見 をまとめた場合 もある)。
i)(部局単位では)身 近すぎて相談 しにくい
○個人のプライバシーに関わる深刻な問題は身近な人間には相談 しにくい(特に性
的な被害の場合)。現場か ら十分な距離が確保 された、中立的な、そ して有能で
信頼できる専門スタッフを擁す る機関が必要。
◎性的被害 にあうと、女性 は 「自分は頭の悪い人間だ。こんな目に遭 うことが想定
できなかったのだか ら。スキもあったに違いない」と自分をまず責めるように(無
意識的に も)教育されていると言えます。このような劣等感 ・罪悪感 を同 じ職場
の人に打ち明けるのは不可能です。
ii)(部局単位では)内 部の人間が公正にできるか疑問





ことだが、少 なくともそのような危惧 を被害者 に抱かせるような場であってはな
らない。
◎(信頼 して相談事を持 ち込めるか どうかには)第三者の存在はかな り信用度 を左
右するのではないか と想像 します。
iii)(部局単位では)相 談者が この ような問題 に理解が深いか疑問
○ この問題について深い理解 を持 った相談者がいない と意味がない。差別や女性の
受けた傷、心理的な葛藤、女性の育て られ方(イヤなのに笑って しまうとか)等々
についての理解、共感や専門的知識がないと、 「たかがそんなことで」 といった
対応 をされた り、興味本位 にとられることにな りかねない。
◎教員 と学生の力の格差がセクシュアル ・ハ ラスメン トの背景。この問題を理解 し
学生の側に立つ(少 なくとも中立)と い うことが、学生側か らわかるような立場
の人が必要。
iv)(部局 単位 では)相 談 した ことで、 より不 利 にな らないか
○ 「上」にたてついたとい う烙印を押 され、将来にわたって研究活動や就職におい
て不利な状況に追いや られる恐れがある。
○秘密厳守が徹底されるか疑問。本人にとって不快な事実を部局内の人に知 られる
事 となって、さらにいやな思いを したり、へんな 目で見 られた りしないか?





○このアンケー トのきっかけになった という事件の ように 「加害者」がその部局で
権力 を持っていた場合、部局の教職員が公正な判断を行えるか疑問。
◎部局 ごとの対応では、同 じ事象 について異なった見解が出される可能性があ り、
統一性 に欠けるのでは。
◎教職員 による被害であればなおさら他の教職員 を信頼できな くなると思います。
vi)部局単位でか まわない
◎あまり大 きくしない方がよいのでは(全学的にの意味)。各部局単位でよいので
はないで しょうか?本 来は個人的に片付けるべ き問題 だと思いますが …
◎窓口が部局単位であることについては、その方がそれぞれの状況 に即 した きめ細
かな対応ができるなどの利点も考え られ、是非 は一概 には言えないと思 うが、少
20








viii)相談機関をどこにどの ような形態で設けるか(懇 話会の要求 とは違 うもの)
○学内に既 にある学生懇話室や保健管理センターを利用する。
○学外の人権擁護委員会など他の相談機関を利用する。
○大学側に設置を要求するのでな く、ボランテ ィアな どによる自主的な窓口を作 る。




○調査、警告、各部局に対 し処分 を促す権 限などを持たせる。
◎対処のガイ ドラインを明文化すべ き。
○ 「相談」 という行為 を気軽 にで きる ように窓口を設置 しなければ、にっち もさっ
ち も行かな くなった被害者 しか相談で きな くなり、あま り役に立つ もの とはなら
ない。ささいなことか ら相談できる雰囲気を作 りそれをPRす る。
◎全学共通の 「投書箱」の設置 も必要。投書 という形式は心理的抵抗が相談機関ほ
どではない し、また、投書の内容 ・量によっては当局 も柔軟にならざるを得な く
なるか もしれないか ら。
◎機関の存在 を(男性に も)広 くアピールす ることが、セクシャル ・ハラスメン ト
の加害者 に警戒心を持たせる(嫌なことですが)意味で も必要なのではないで し
ょうか。
◎長期間加害者 を放置 し最終的にペナルティを課す とい うや り方でなく、その行為
が相手 にとって不快 であ り今す ぐ止め るべ きものであることをまず わか らせ る
努力をする。また、被害者の精神的打撃 をやわらげる対応 、処理 、救済は十分 に
すべ きである。
○他大学の相談機関 とネ ットワークを組み情報交換 をする。
○電話相談ができるようにす る。オース トラリアのある大学では、 「セクハラ110
番」の電話番号が、大学内の各 トイレの ドアに貼 ってあった。もちろん公の掲示
板にも。
◎地域のフェミニス トカウンセリング団体 についての情報 を提示する。
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x)相談担 当者 について(懇 話会の要求にはなか った もので)
(a)具体的な職業 ・立場




○学部長 もメンバーであるべ き(人事権があるか ら)
○教授 でない人 ○一般市民 ○学生
(b牲別
○女性 を主に ○男女半々 ○男女取 り混ぜ
(c)その他
◎老若男女多人数(性 差別 と感 じるか どうかに個人差あるか ら)
◎で きるだけ若い人
◎狭い世界 にのみ生 きて きた人では有益な対処方法 を採 ることは難 しいので、幅
広い分野の人で構成 したい。
◎女子卒業生で各分野で活躍 中の方々や専業主婦 など各年代の人々の交替で の
相談 日を設けて、いろんな生 き方、世界があることを知ってもらうの も一つの
方法では。大学のみにいると世間が狭 く、教授の言 うことを聞かなければ と思
い込むのではないか。
◎専 門職員 も必要。職員の付帯業務では相談する方 も安心で きない。
◎相談者 となる人は、 この問題 に関す る教育を受けるべ き。
6.相 談機 関の他 に必 要 なこ と(問D)
この間では、相談機関の他に、大学 における性差別や性的被害 などに対処するため
に、どの ようなことが必要だと思 うか、意見を求めた。ここには239件 の記入があ
った。
以下では、具体的な意見 を中心に紹介す る。◎印は引用文。○印に続 く文はそのま
まの引用文ではな く、要約である(数 名の意見 をまとめた場合 もある)。
i)学内での教育 ・啓蒙
◎男性 ・女性を問わず、こうい う問題が どれだけ重要なことかとい う認識を深める
ことが必要。軽度な差別やセクハラは、する方 も軽い気持 ちで、あるいはそれと
気付かず にしていることも多い。女性の側 にもそれをはっきり指摘す る勇気が必
要で、普段か ら意識 していない と無理だと思 う。
○女子学生に対 して、こうい う扱いを受けると怒っていいんだ よとか、こういうの
は告発 していいんだよとか、啓発 してい く必要がある。
◎このようなアンケー トの結果報告等、実態を皆 に知 らせる。
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○ どの ような言動が性差別 ・性犯罪にあたるのか、被害者はどの ように対処すれば
よいかをガイ ドライ ンとしてまとめ、全教職員 ・学生 に周知 させる。罰則規定 も
明 らかに出来ればよい。
◎性差別 ・性暴力 をしない ように大学側 の公的な文書 としてパ ンフレッ トを作成 し、
教官 ・学生一人一人に配布する(学生には入学時の書類 と一緒に入れるなど)。
大学か らの公的な通達 として性差別防止のポス ターを各所に掲示する。教授会 な
どでも、それについて意思確認の話 し合いを公的に持つ。
○男性 も交えた話 し合いの機会 を設け一人一人に考えさせ る必要がある。特に男子
学生 を教育 してい くことも必要。女性学の講義や講演、シンポジウム等で呼びか
けをした り、意見交換 した りする場 を作 る。
○教授 ・助教授 クラスなどにも研修 を受けさせ る。
ii)大学以前 ・大学外の教育 ・啓蒙
○大学だけでなく広 く啓発すること。 「学校の勉強」だけができればいいという環
境その ものが問題。小 さい頃か らの教育の現場か ら変えてい くことも必要。もっ
と人間 らしい生 き方を。
◎両親 をはじめ とし、幼児期か ら小 ・中 ・高 に至るまでの教育に携わる先生方の意
識改革を地道に促すことが大切。
iii)女性側 の態 度 ・心構 え
○ 毅然 と した態 度で望 む。 ○隙 を見せ ない。 ○一対 一 の場 をで きるだ け作 らな
い。 ○泣 き寝入 りは しない。 ○ 身の 回 りの こ とにつ いて は 自分で気 を抜 かず 、
用心す る。 ○ は っ き りNoと い う意志 表示 をす る。
◎ 本人が事 実 を記 録 してお くこ とな ど、毅然 と した対処 が 必要 。
○ わずか な問題 で も声 を大 に して抗議す る。男性側 が性 差別 と気づ いて いない場合
も多 いので、女性 は不愉快 であ る とい うことを明確 に表明すべ きであ り、笑 って
ごまかす とか角 が立 つ とか考 えな い事 が重要 であ る。
◎大 きな被 害 にな らない初 期の段 階 で上手 に止 め させ る方 法 を身 につ ける。
◎ だ まってい ない。正 当に 自己主 張で きる訓練 をす る(assertivetraining)。
iv)女性同士の交流 ・ネッ トワーク
○女性同士が学部を越えてこういった問題 を気軽に話 し合 う機会、懇親会等がある
と良い。パ ソコン通信やインターネットなども利用 してみては?




(女性)を 非常勤で世話役に依頼 して、学生部に女子学生の部屋 を作 り、女子学
生の溜まり場 になっていた。購入する雑誌の希望 も入 れて(部外の寄付 をその方
23
が求め られたらしい?)、 一寸 したミニミニ図書館の役 も持 っていま した。
◎女性 同士(男 性 を含めてもいいが)の 「ゆるやかな団結」といった ものが必要。
女性問題 に敏感で熱心 に研究 している女性は、 「大学卒業後勤 めて結婚 した ら専
業主婦」と考えているような学生を非難 した り啓蒙 した りしようとします。また
女性差別 を自身が受けなかった り鈍感だった りする人は、 「特殊なケース、自分
には関係ない」と思った りします。そうではな く、どうい う人生を選択するかや
価値観 などを云々する前に、性差別への不快感で大 きく団結 した方が よいのでは
ないで しょうか。
v)体制の改善
○教授や一部の人のみが、その研究室の人間(男 でも女で も)の運命 を左右するよ
うな体制 を見直すべ き。
◎学部、学科、教室内の人間関係 をオープンに して行 くこと。研究室間の交流 を活
発にすること。
◎講座やゼ ミ、学部、あるいは大学の問の交流 をさらに深 め、よその講座や研究室
に移ることが もう少 したやす くなればいいと思 う。この研究室でなんとして もが
んばらなければ … と思 うか ら、全てが うやむやのまま泣 き寝入 りすることに
なるのではないか。
○研究者定年制を含め就 ・転職 を流動化 し、公募 など採用 をガラス張 りに。
○(教 授のポケ ッ トマネーな どで)私 的に雇用する関係な どはなくすべ き。
◎ もっと社会人学生 を受け入れるとか、市民講座 をた くさん作 るとか、大学自体 を
もっとオープンにする。
◎教官の任用に差別がない ように、任用 を公平に審査する機関 を設ける。
vi)就職状況の改善
◎就職状況の改善が必要。就職時の差別がある限 り、大学での性差別は起 こって し
まうで しょう。例えば、就職の世話が大変だか ら女子学生 は指導 した くないなど。
vii)女性 を増 やす
○ 学内の 女性の絶 対数(学 生 ・教職員 と も)が 少 ない ことが 問題の原 因の一 つ と考
え られ る。職員 の女 性の比率 に一定 の達成 ライ ンを設 け るな ど、ア ファーマテ ィ
ブ ・アクシ ョン(affirmativeaction)とい った もの を実 施す る。
◎女性教 官 の数 、地位 な どを、公 表 して欲 しい。またその公 表 を毎 年行 って是正 さ
れ てい るのか い ないのか はっ き りさせ て欲 しい。
viii)公表せ よ
○事件が起 こった際には公表 し、世間の批判 といった制裁処置を与える。
◎学内の広報や新聞に、実際に起 きたセクハラの例などを載せる連載を作 るとかは
どうで しょう?具 体例(特 に日常のちょっとしたこと)を載せて、どこが どう
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イヤなの かわか って もらうようにす る訳 です。何 がセ クハ ラなのか わか らない人





かな ものは、多 くの人に訴えかけることで多 くの人の意識(し てい る方 もされる






◎ 自治組織(学 生の場合は自治会、職員の場合 は組合 など)の連帯が必須。
◎企業その他の性差別 と闘 う人たちとも連帯する必要有 り。
xii)その他
○ プライベー トな時間のコンパ をな くす。
◎研究 を保障するために、学内に保育所や学童保育所などを設置する。
○建物のオープン化。密室の個室を少 なくする。街灯を多 くする。
○密室で一対一にならない ようにす る、ドアは開けてお く等の予防をす ることが必
要。
◎教職員及び学生すべてに、就職 ・入学時に、性差別をしない とい う誓約書にサイ
ンして もらう。違反の ときは、相談機関に訴え、退職 ・退学 もあるとする。
◎大学選びをする資料 として、男性教官の対女性態度ランキングなどを作成 して受
験生 に配布する。
7.そ の 他 の コ メ ン ト(「 その 他 」 欄)
アンケ ー トの最 後 の 「その他、何 で もご自由 にお書 き下 さい」 とい う欄 には、323
件の記入 が あ った 。
アンケ ー トの内容 に驚 いた、 この よ うな こ とは(在 学 中は)経 験 した こ とも見 聞 き
した こ と もない、私 は楽 しい大 学生活 を送 った、そ んなこ とが あ る とは信 じられ ない、
とい うよ うな記述が か な り多か った。全回答者 の内 、自分 が経験 した こと もな く、か
つ見 聞 きした こ ともない 人は287人(49%)で あるので、 当然で あ ろ う。
就 職後 の職場 内での性差 別 ・性 的被 害 につ いて、 自己の体験 や見 聞 を述 べ て、大学
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との比較をす る人 も多か った。そのほ とんどは、職場の方が大学 よりひどいというも
のであったが、大学の方がひどい というもの も少数あった。
学内に女子用の トイレや更衣室などの施設が少な くて困った、これは女性のことが
視野に入っていないことの表れではないか、 とい うような指摘がい くつかあった。
◎いささか次元の違 う話ですが、当時○○学部 には女子用 トイレが無 く、男女兼用
トイレの一つの個室 に 「女子専用」と紙が貼 ってあったのですが、トイレの入 り
口付近にはいつ も男子学生がたむろ していて、なかなか トイレを使 う勇気が出ず、
昼休みに3～4人 で乗 り合わせ てタクシーで××学部の トイレへ通 ったこと も
あ ります。
◎在学中は女子 トイレも十分でな く、男子 トイ レを一部か こったような狭い トイレ
を使 うたびに、男女差別を放置するような大学の体質を感 じて腹が立った ものだ
った。
この報告書の 「は じめに」で もふれたが、このような調査 をしている女性教官懇話
会に対する励 ましや、様々な注文、批判なども多数寄せ られた。感謝するとともに、




◎ もし、被 害 にあわ れて、人間不信 に陥 ってい る方 がい らっ しゃったな ら、私 の こ
れ までの少 ない経験 よ り言 え るこ とは、人間不信 に陥 る こ とに よって、自分 自身
をもダメに して しまわないで欲 しい 。人 を信 じられ ない とい うことは、本 当 に辛
い ことだ と思 う。どんな人 に も、罪 を犯す側 面が あ るの と同様 に、善な る もの に
対 す るあこがれ も必ず あ る。加 害者 をそん なゆ と りを持 って見 るこ とは無理 だろ
うが、信 じるこ とので きる人 も必ず いる、 とい うこ とを知 って ほ しい。
◎被害 にあ われた方 、泣 き寝入 りせず 、女性 は力 を合 わせ て、助 け合 ってい きま し
ょう。女性 が一 人の 人間 と して、の びのび と自分 の能力 を伸 ば していけ る よう、
少 しずつ前進 して行 きま し ょう。
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付 録1=ア ン ケ ー ト調 査 票
く性差別 に関す るア ンケ ー ト〉
※ 答 えに くい質問 に関 して は、とば して くだ さって結構 です 。ご く一部 しか ご回答
いた だ けなか った場合 で も、ぜ ひご返 送 ください。
◎あ なたが京 大 に在 籍 してい た期 間につ い て、当て は まる番 号すべ てに○ を付 けて下
さい。
(1)学部(2)修 士(3)博 士
◎ あなたが(卒 業 、修 了 、退学 な どで)京 大 を離 れた年代 は?
(1)まだ在i籍中(2)90年 代(3)80年 代(4)70年 代(5)60年 代(6)50年 代
以前
◎問Aあ なたが京都大学の学生 だった とき、勉学 ・研究においてあなた とつなが り
がある京大の教職員(非 常勤 も含む)や 学生 ・院生 などか ら、次の ようなふるまいを
されて不快に感 じたことがあ りますか。当てはまる番号すべてに○ を付けて下 さい。
発言 に関す る項 目では、もしよろしければ()内 に具体的な内容 をお書 き下 さい。
<<<授 業の場 で 〉>〉





(3)教官 が身体 にわ ざ と触 った りした。
(4)その他( )
<<<授 業以外 の場 で>>>
(5)お茶 くみ や掃 除、コンパ での お酌 な どの役 割 を、当然 の こ との ように させ られた。
(6)聞きた くもない性 的な話 をされた 。
()
(7)いや ら しい 目つ き をされた。
(8)目につ く場 所 にヌ ー ド写真 な どを置か れた。
(9)女性 だ とい うだ けで能力 が低 い と言 わ れた り、研 究 内容 を批判 された りした。
(
(10)女性 だ とい うだ けで、 ちや ほや されて甘 やか された。
(11)容姿 、 身体 、服 装 、私生 活 な どに関 して、不快 な ことを言 われた 。
(
(12)容姿 、 身体 、服 装 、私生 活 な どに関 して、噂 を流 され た。
c
(13)性的 な内容の 手紙 、電 話 な どを よこされた 。
(
(14)意識 的に身体 に触 れ られ た。
(15)地位 ・立場 な どを利用 して身体 的接 触 を求 め られた。
(16)地位 ・立場 な ど を利用 して交 際 や性 的関係 を求 め られた。
(17)強姦 未遂 。
(18)強姦 された 。
(19)他の男子 学生 と比 べ て次 の よ うな点 につい て不利 な扱 い を受 けた。
(a.～f.にも○ をつ けて下 さい。複 数選択 可 。)
a.就職 ・進学 な どの世 話
b.学位 ・成績 な どの判 定









(20)以上 の よ うなふ るまい に対 して拒 否 や抗 議 を した ため に、次の よ っな点 につ い
て不利 な扱 い を受 けた。(a.～f.にも○ をつ けて下 さい 。複 数 選択可 。)
a.就職 ・進学 な どの世 話
b.学位 ・成績 な どの判 定





(21)逆に、以上 の ようなふ る まい に対 して拒否 や抗 議 を しなか ったため に、次 の よ う
な点 につ いて有利 な扱 い を受 けた 。(a.～f.にも○ をつ けて下 さい 。複 数選択 可 。)
a.就職 ・進学 な どの世 話
b.学位 ・成績 な どの判 定





◎問B今 まで にあ なたが経 験 した不 快 な出来事 の 中で、もっ とも深刻 だった もの を
一つ思 い浮 かべ て下 さい 。同 じ相 手か ら受 けた長期 に渡 る一 連の ふ る まい も一つ と考
えて下 さい。
※その ような経験 が ない方 は、問Cに 移 って下 さい。
・そ の経 験 に は、前 間Aの 選択肢 の うち、どの よ うな ものが含 まれて い ま したか 。 当
ては ま る番号 をす べ て書 き出 して下 さ い。 ※記 入例(311521a)
()
・そ れはい つ起 こ りま したか?あ るい は始 ま りま したか?
(1)5年以内(2)5～10年 前(3)10～20年 前(4)20～30年 前
(5)30～40年 前(6)40～50年 前(7>50年 以上 前
・そ れは どの くらい の期 間続 きま したか?
(1)その ときだけ(2>1週 間以内(3)1カ 月以 内(4)半 年以 内(5)1年 以 内
(6)1～3年(7)3年 以上
・そ の と きのあ なた の立場(学 年 な ど)は?()
・相手 は どうい う立場 の 人で したか?そ の人 の身分 や 、あなた との 関係 が わか るよ
うに書 いて下 さい。(記 入 例:卒 論 の指 導教授 、直接 指導 されて い ない講 師、講 義で
会 う助教授 、研 究 室 の先輩 の大 学院生 、後 輩の学 部学 生、 な ど)
()
・相手 の年齢 は?(複 数 の場 合 には、 最 も中心 的 にや った人の年 齢)
(1)10代(2)20代(3)30代(4)40代(5)50代(6>60代 以 上(7)不 明
・どの よ うな対応 を と りま したか。当 ては まる番号 すべ て に○ をつ け て下 さい。さ ら
に、 その結 果状 況 が どうな っ たか につ い て、右 側 のa.～c.の どれか に○ をつ けて 下
さい 。
〈対応〉 〈その結果、状況 は〉
a.良 くな っ たb.変 わ ら な いc.悪 くな っ た
(1)特に何 も しなか った。
(2)無視 した 。
(3)避け た 。














(5)やめ る ように相 手 に言 った。
(6)やめるように要求する文書 を相手 に渡 した。














・誰 か に相 談 した人 にお尋 ね します 。どんな人 に相 談 しま したか 。当 ては まる番号 す
べ て に○ をつ けて下 さい。 さ らに、 そ の結果状 況が ど うな ったか につ いて 、右 側 の
a.～c.のどれか に○ をつ け て下 さい。
〈相談相手〉 〈その結果、状況 は〉
a.良 くな ったb.変 わ らな いc.悪 くな っ た
(1)家族
(2)友人


























・不快 な経 験 に関連 して、次 の ような悪影響 が あ りま したか 。(当 て は まる番号 すべ
てに○ を付 け て下 さい)
(1)研究 ・勉 学 をや る気 が しな くな った、 はか どらな くな った。
(2)研究 ・勉 学 を断念 した。
(3)大学 に行 くの が嫌 にな った、恐 くな った 。
(4)大学 を休 みが ち にな った。




(8)所属 を変 えた 。
具体 的 に書 いて下 さい 。()
(9>男性 を見 る と緊張す る ようにな った。
⑳ 男 性不 信 に なった 。
⑪ 自分 に自信 をな くした 。
⑫ 人 とつ きあ うのが いや に なった 。
⑯ 精神 的 ・身体 的 な問題 を生 じた(頭 痛、 不 眠症 、 ノイローゼ な ど)。
具体 的に書 い て下 さい。()
⑳ 自殺 を考 えた。
㈲ 自殺 を図 った。
㈲ その他()
・も し差 し支 え なけれ ば、一連 の 出来事 の内容 をで きるだけ詳 しくお書 き下 さい。
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(※B5版 約1ペ ー ジのスペ ースが こ こに入 る)
次に、今後の対策を考 えるために、 ご意見 をお聞かせ下さい。
◎問C女 性教官懇話会 では、大学 における性差別や性的被害 などに対処する機関と
して、被害者 の立場 を第一 に考 え、このような問題 を専門とす るカウンセラーや弁護
士 など第三者 を含めた、大学の利害か らは中立的な、部局(学 部、研究所な ど)を越
えた相談機関を設けるように、大学側 に要求 してきました。
しか し、私達の要求に反 して、各部局単位で窓口を設置 し、それぞれの部局の教職
員(場 合によっては学部長)が 相談に応 じることにな りました。この ような窓口では、
以下の ようなさまざまな問題点があると私達は考えています。
・窓口が同 じ部局 だと、身近す ぎて相談 しに くい。
・同 じ部局の人間が公正 に調査 できるのか疑問。
・学部や大学の体裁 を保 とうとするのではないか。
・相談担当者が教職員では、 この ような問題 に理解が深いとは限 らない。
相談機関の望 ましいあ り方について、あなたはどの ようなご意見 をお持ちで しょう
か。 ご自由にお書 き下 さい。
(※B5版 約3分 の1ペ ージのスペ ースが こ こに入 る)
◎問D相 談機関の他 に、大学における性差別や性的被害な どに対処するために、ど
のようなことが必要だと思いますか。
(※B5版 約3分 の1ペ ージのスペ ースがここに入る)





(※B5版 約2分 の1ペ ー ジのスペ ースが ここ に入 る)
◎ その他 、何 で もご自由 にお書 き下 さい。
(※B5版 約2分 の1ペ ー ジのスペ ースが ここに入 る)
ご協力 あ りが とうご ざい ま した。
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付録2:セ クシ ュアル ・ハ ラス メン トの定 義 の例
セクシュアル ・ハラスメン トの定義の例 を4つ挙 げてお く。
わが国の労働省 が出 してい る啓発 資料 『女 性 の能力発 揮 の ために』 での定義
相手方の意に反 した、性的な性質の言動 を行い、それに対す る対応 によって仕事 を
遂行する上で一定の不利益 を与えた り、又はそれを繰 り返すことによって就業環境 を
著 しく悪化 させること
最 もよく引用 されるもの としては、
ア メ リカ合衆国 の雇用機会平 等委 員会(EEOC)の ガイ ドライ ン
性 に基づ くいやが らせ は、(1964年公民権法)第7編703条 に違反す る。歓迎 さ
れざる性的な言い寄 り、性的な要求、その他性的な内容の口頭 または肉体的な行為は、
以下の場合セクシュアル ・ハ ラス メン トと見な される。(1)以 上の行為へ の服従が
明確な ものにしろ含蓄的なものにしろ個人の雇用条件を伴 って行われる場合、(2)
上記の行為への服従 または拒絶が被害 を受けた個人の雇用条件の決定の材料に用い
られる場合、(3)上 記の行為が個人の職務遂行 に不当な干渉 となった り、脅迫的、
敵対的、または不快な労働環境 を作 ることを目的とした り、そ うした影響 を及ぼす場
合。
(文献5よ り。ガイ ドライン冒頭の定義部分のみ引用。なお、公民権法第7編 とは、
人種、皮膚の色、宗教、性、出身国 を理由とする雇用上の差別を禁止 した法律 である)
より分か りやすい定義の例 を挙げると、
職場 にお けるセ クシ ャル ・ハ ラス メン トの定義(ス ウ ェーデ ンの平等 オム ブズ
マ ンの提案)
職場 におけるセクシャル ・ハ ラスメン トとは、職場や採用時におけるあらゆる種類
の歓迎されない性的な言葉や行為な どで、それにより女性が屈辱や精神的苦痛 を感 じ
たり、不快な思いをさせ られる もの。
以下の事柄 は、セクシャル ・ハ ラスメン トとみなされる。
(1)性的奉仕 または性的関係が、明らかにあるいは暗黙の うちに、女性採用の条
件である時
(2)性的譲歩の要求が、給与支払や昇給をス トップさせる、配置転換 をした り職
務内容 を改悪す る、根拠 な しに非難す る、評価 を下 げる、孤立させる、噂 を
ふ りま く、 といった罰の威嚇に結 びついている時
(3)仕事の上での特典が、性的奉仕 と引 き換 えに約束 される時




こうしたセクシャル ・ハ ラスメン トの例 としては、次の ような女性が歓迎 しない
・ 「卑狼 な言葉」やポルノ写真




などが挙 げられる。(文 献2よ り)
さらに、教育施設におけるセクシュアル ・ハラスメン トを禁止する法律の例 を挙げ
てお く。
オ ース トラ リア性 差別禁 止法(1984年3月31日裁可、8月1日 施行)
第3節 第29条(教 育における性的嫌が らせ)
(1)教育施設の教員がその教育施設の学生である者又はその教育施設に入学 しようと
してい る者に性的嫌が らせ を行 うことは、違法である。
(2)この条においては、他人に対 して、歓迎 されない性的言い寄 りをし、若 しくは性
的行為 につ き歓迎 されない要求を行い、又 は他人に関 してその他の歓迎 されない性的
性質の行為を行 った者は、次の各号のいずれかに該当する場合には、その者に性的嫌
が らせ を行 った もの とす る。
(a)その言い寄 りを拒絶 し、その要求 を拒否 し、又はその行為に異議 を唱えること
により自己の勉学又は自己の教育施設への入学の申請に関 して何 らかの態様 で
不利益 を受けると信ず るに足 る合理 的な理 由がある場合
(b)その言い寄 りを拒絶 し、その要求 を拒 否 し、又はその行為に異議 を唱えたこと
に より、その者が 自己の勉学又は自己の教育施設への入学の申請 に関して何 ら
かの態様で不利益 を受ける場合
(3)(2)項における人に関す る性的性質の行為についての規定は、口頭であると書面で
あるとを問わずその者に関す る性的性質の行為の陳述をその者 に対 して、又はその者
の面前で、行 うことを含む。(文 献6よ り)
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